
子育て支援・医療、台風１５号の災害復旧、防災対策などの
課題解決のための予算を編成

★子ども医療費の助成拡大に伴う準備経費（2,840万円）

★清水病院における集中治療室等整備に伴う経費
（4,700万円：債務負担行為）

★農地災害復旧事業（7,090万円）

★林道災害復旧事業（4,000万円）

★治山災害復旧事業（3,400万円）

★安倍川緑地・スポーツ広場災害復旧事業
（2億3,170万円）

★緊急避難場所として東名高速道路法面への

進入口整備（185万円）

★木造住宅の耐震補強工事に対する助成（2,600万円）

16億1,352万円（一般会計）
4,700万円（病院事業会計：債務負担行為）

平成２３年度１１月補正予算（案） （平成23年11月17日財政課）

・津波における避難
場所の不足

・個人住宅の耐震化
の必要性

市民の生命（いのち）を守る

防災対策の推進

災害時における市民のさらなる安全の

ため、新たな避難場所を確保するととも

に、木造住宅の耐震化を促進

現 状

防
災
対
策

・子育てに対する
不安

・より質の高い医療
の必要性

子育て環境と
セーフティーネットの整備

①子どもを安心して産み育てることが

できる環境の整備

②より質の高い最善の医療を提供する
ための施設整備

子
育
て
支
援
・医
療

・9月21日に発生した
台風15号の豪雨
及び暴風による
被害

速やかな災害復旧事業

の実施

被災した農地、林道、公園及びスポー
ツ広場等を早期復旧し、農林資源とレク
リエーションの場を確保

災
害
復
旧

ねらい・着眼点 主な事業


